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研究シーズの概要

ディエスカレーションとは、「言語的・非言語的なコミュニケー

ション技法によって攻撃性を和らげ、患者が普段の穏やかな状態に

戻るよう助けること」を示す。精神科医療においては、患者の暴力

防止や隔離・身体拘束の最小化を目的とした重要な看護介入として

推奨されている。近年、患者の人権擁護やリカバリー志向の医療の

推進に伴い、その重要性はさらに高まっている。一方で、ディエス

カレーションの看護実践は個々の精神科看護師の経験や技量に依存

しやすく、体系化された看護実践モデルは十分に確立されていない。

本研究では、精神科認定看護師・専門看護師へのインタビュー調査

を通して、効果的なディエスカレーション実践のプロセスと構造を明

らかにし、臨床現場で活用可能な実践モデルおよび教育プログラム

の開発を目指す。これにより、患者の人権擁護、安全確保、隔離・

身体拘束の削減、看護の質向上への貢献が期待される。
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研究シーズの適用分野

精神科病院における暴力予防および隔離・身体拘束の最小化に向け

た看護実践への応用が期待される。また、救急医療、一般病院、高

齢者施設、地域精神保健領域における危機介入やコミュニケーショ

ン支援にも活用可能である。さらに、看護師をはじめとする医療従

事者向け教育プログラムや医療安全研修の開発、人材育成への展開

が期待される。ディエスカレーションは患者の尊厳を守りながら安

全な医療環境を実現するための重要なアプローチとして位置づけら

れている。

共同研究が期待される外部機関

医療機関／福祉施設


